
農村整備課

技術管理担当

4333

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

A64
農業農村整備事業設計積算関係費 農地費 土地改良費 土地改良事業運営等指導促進費

なし 宣言項目 09 儲かる農業の推進

分野施策 040936 農業の担い手育成と生産基盤の強化

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 1,388 1,388 △88

前年額 1,476 1,476

平成30年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

事 業
期 間

昭和48年度～ 根 拠
法 令

　農業農村整備事業を推進するため、資材単価調査業務
を実施し業務を効率化する。

（１）資材単価調査業務　　　　　　　　1,388千円

　（１）事業内容
　　　　資材単価調査業務　　　1,388千円
　　　　農業農村整備事業で使用する工事用資材のうち、埼玉県土木工事設計単価表及び市販の工事資材価格刊行物に
　　　　掲載されていない工事用資材の市場単価を調査し、翌年度の工事費積算に使用する工事用資材の単価を決定す
　　　　る。　

　（２）事業計画
　　　　平成30年度は約150品目の調査を行う。

　（３）事業効果
　　　　市場価格を反映させた工事資材価格を設定することにより、適正な工事費を積算することにつながる。
　　　　平成26年度　307品目
　　　　平成27年度　175品目
　　　　平成28年度　163品目

　(県10/10)

　9,500千円×0.3人＝2,850千円

前年との
対比

― 農林部 A64 ―
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